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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月12日(2014.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の処理を行う情報処理装置であって、
　外部装置と無線通信を行う通信手段と、
　前記通信手段の動作を制御する第１の処理手段と、
　前記情報処理装置の動作を制御して、前記所定の処理を実行する第２の処理手段と、
　前記通信手段の電源をオンまたはオフにする電源手段とを有し、
　前記第２の処理手段が前記所定の処理を実行中であるか否かを前記第１の処理手段が前
記第２の処理手段に確認し、当該確認の結果、前記第２の処理手段が前記所定の処理を実
行中でない場合に、前記電源手段は前記通信手段の電源をオフにする
　ことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第２の処理手段が前記所定の処理を実行中でない場合に、前記通信手段の電源をオ
フにしてよいか否かをユーザに確認する確認手段を更に有し、
　前記電源手段は、前記確認手段により前記電源をオフにしてよいことが確認できた場合
に、前記通信手段の電源をオフにする
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記電源手段は、前記通信手段の電源をオフにした後に、前記第２の処理手段の電源を
オフにすることを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記電源手段は、前記第２の処理手段の電源をオフにした後に、前記第１の処理手段の
電源をオフにすることを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記通信手段が所定の起動パケットを受信すると、前記第１の処理手段が起動すること
を特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記通信手段により前記所定の起動パケットが所定時間受信されない場合に、前記第２
の処理手段が前記所定の処理を実行中であるか否かを前記第１の処理手段が前記第２の処
理手段に確認することを特徴とする請求項５に記載の情報処理装置。
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【請求項７】
　前記通信手段による前記外部装置との通信状況に基づいて、前記第２の処理手段が前記
所定の処理を実行中であるか否かを前記第１の処理手段が前記第２の処理手段に確認する
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記情報処理装置は印刷機能を有する印刷装置であり、
　前記所定の処理は、印刷処理であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記情報処理装置は撮像機能を有する撮像装置であり、
　前記所定の処理は、撮像処理であることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に
記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　外部装置と無線通信を行う通信手段を備え、所定の処理を行う情報処理装置の制御方法
であって、
　前記通信手段の動作を制御する第１の処理工程と、
　前記情報処理装置の動作を制御して、前記所定の処理を実行する第２の処理工程と、
　前記通信手段の電源をオンまたはオフにする電源制御工程と、を有し、
　前記第２の処理工程で前記所定の処理を実行中であるか否かを確認し、当該確認の結果
、前記第２の処理工程で前記所定の処理を実行中でない場合に、前記電源制御工程で前記
通信手段の電源をオフにする
　ことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の情報処理装置の制御方法の各工程をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
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